
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
東
京
・
埼

玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
）
は
１
０
月
８
日

（
木
）
、
さ
い
た
ま
市
の
大
宮
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
宣
伝
行
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
全
体
で
１

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
９
時
半

か
ら
、
今
回
協
力
い
た
だ
い
た
「
医
療

生
協
さ
い
た
ま
」
の
保
健
師
の
皆
様
を

対
象
に
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
鈴
木
洋
平
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者

の
現
状
や
健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
熱
心

に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
１
０
時
か
ら

の
全
体
集
会
で
は
、
医
療
生
協
さ
い
た

ま
の
岩
隈
様
、
中
央
本
部
の
鈴
木
書
記

長
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し

な
が
ら
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
他
、
血
圧
・
体
重
・

握
力
の
測
定
や
、
喫
煙
指
導
を
行
う
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
保

健
師
の
皆
様
に
労
働
環
境
を
肌
で
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
副
部
会
長
の
内
田
さ
ん
が
運
転
す
る

ト
ラ
ッ
ク
へ
の
乗
車
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
車
中
泊
で
使
う
寝
台
の
狭
さ
や
、

運
転
席
か
ら
の
景
色
の
違
い
に
、
保
健

師
の
皆
様
は
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

１
４
時
か
ら
の
総
括
で
は
、
回
収
し

た
２
２
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
原
因
と
な
る
「
荷
待
ち
時
間
」

に
つ
い
て
、
「
以
前
に
比
べ
る
と
改
善

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
３
０
分
以
上
の

待
機
が
ま
だ
ま
だ
多
い
」
と
い
う
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

保
健
師
の
皆
様
か
ら
は
「
喫
煙
率
や
血

圧
が
高
い
人
が
目
立
つ
。
少
し
で
も
体

調
が
悪
い
と
き
は
、
我
慢
せ
ず
病
院
に

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
保
健
師

の
皆
様
か
ら
「
過
酷
な
労
働
環
境
の
実

態
が
は
じ
め
て
わ
か
り
ま
し
た
」
「
休

憩
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
、
身
体
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
心
温
ま
る
寄
せ
書
き
が
内
田
さ
ん

へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
師
の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全

員
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て
今
年
度
の
行

動
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

業
界
改
善
の
た
め
奮
闘
し
ま
す
。

【
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

事
務
局
長

上
村

誠
】

７
月
２
７
日
（
月
）
高
齢
者
、
ト
ラ
ッ

ク
、
バ
ス
、
労
職
、
学
童
、
建
設
・
関

連
の
仲
間
が
、
東
京
都
に
対
し
要
請
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
齢
者
部
会
は
、

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
５
条
３
６
条
の

趣
旨
に
従
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

以
外
の
団
体
も
援
助
・
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
法
令
違
反

を
助
長
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
発
注

者
（
荷
主
）
な
ど
に
よ
る
運
送
事
業
者

の
運
賃
引
き
下
げ
強
要
（
指
し
値
発
注
）

の
根
絶
な
ど
に
つ
い
て
。
ま
た
、
バ
ス

関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は
、
バ
ス

運
転
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
運
転

手
の
賃
金
へ
の
財
政
支
援
増
額
な
ど
を
、

三
多
摩
支
部
町
田
学
童
保
育
分
会
は
、

学
童
保
育
の
基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と

や
常
勤
職
員
配
置
の
改
善
の
予
算
化
な

ど
に
つ
い
て
。
首
都
圏
労
職
分
会
の
仲

間
は
、
じ
ん
肺
や
石
綿
健
康
被
害
、
振

動
障
害
や
騒
音
性
難
聴
な
ど
労
災
職
業

病
の
検
査
・
治
療
の
で
き

る
医
療
機
関
の
拡
充
の
た

め
に
医
師
を
育
成
す
る
こ

と
な
ど
。
ま
た
、
建
設
・

関
連
部
会
は
、
都
内
の
木

造
住
宅
に
お
け
る
耐
震
・

耐
火
同
時
改
修
助
成
制
度

の
拡
充
や
設
計
事
務
所
で

働
く
建
築
士
の
業
務
報
酬

に
つ
い
て
国
交
省
告
示
８

号
に
基
づ
い
た
適
正
な
報

酬
算
定
が
行
わ
れ
る
よ
う

設
計
事
務
所
を
指
導
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
東
京
都
は
、

高
齢
者
の
要
請
に
対
し
、
他
の
地
方
自

治
体
の
動
向
に
関
わ
ら
ず
育
成
団
体
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
と
回
答
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
発
注
者
の
理

解
が
広
が
る
よ
う
様
々
な
部
署
と
調
整

し
適
切
に
対
応
す
る
、
バ
ス
の
事
業
に

つ
い
て
は
安
全
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
た
め
今
後
と
も
適
切
に
対
応
す
る
、

学
童
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
都
独
自
の

認
証
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
で
国
の
基
準
を

上
回
る
運
営
基
準
で
支
援
し
て
い
る
と

回
答
。
建
築
士
の
業
務
報
酬
に
つ
い
て

は
、
建
築
士
法
の
改
正
で
設
計
料
は
見

積
り
根
拠
に
基
づ
い
た
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
努
力
義
務
と
し
て
明
記
さ
れ

個
別
の
契
約
に
都
と
し
て
関
わ
る
こ
と

は
出
来
な
い
、
と
回
答
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
各
部
会
独
自
の
要
請
行

動
を
検
討
し
東
京
都
に
対
し
改
善
を
求

め
ま
す
。

【
書
記
長

笹
原

和
樹
】
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建
交
労
東
京
・
埼
玉
ト
ラ
ッ
ク
部
会
共
催
１
０
・
８
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
開
催



２
０
２
６
年
８
月
４

日
か
ら
６
日
ま
で
の
３

日
間
、
広
島
市
で
開
催

さ
れ
た
「
原
水
爆
禁
止

２
０
２
６
年
世
界
大
会
」

お
よ
び
「
広
島
市
原
爆

死
没
者
慰
霊
式
、
並
び

に
平
和
祈
念
式
典
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
「
被

爆
者
と
と
も
に
核
兵
器

の
な
い
平
和
で
公
正
な

世
界
を
、
人
類
と
地
球

の
未
来
の
た
め
に
」
と

い
う
大
会
テ
ー
マ
の
も

と
、
世
界
各
地
で
軍
事

衝
突
や
核
の
脅
威
が
緊

迫
化
す
る
今
だ
か
ら
こ

そ
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
主
体
的
な
行
動
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

を
深
く
実
感
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
４
日
の
開
会
総
会
で
は
、
世

界
各
地
の
代
表
や
被
爆
者
の
方
々
、

政
府
代
表
、
そ
し
て
市
民
や
国
会
議

員
が
一
同
に
会
し
、
率
直
な
対
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
発
表
さ
れ
た

国
際
会
議
宣
言
で
は
「
核
兵
器
の
使

用
は
道
義
的
に
も
人
道
法
的
に
も
決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
核

の
脅
威
に
頼
る
「
核
抑
止
論
」
の
破

綻
を
直
視
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約

（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
を
共
通
の
基
盤
と
し

て
、
対
話
と
外
交
に
よ
る
平
和
構
築

へ
舵
を
切
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

翌
５
日
は
、
分
科
会
２
「
非
核
平

和
の
世
界
へ
、
労
働
運
動
の
課
題
と

果
た
す
役
割
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
平
和
な
社
会
が
担
保
さ

れ
て
初
め
て
労
働
者
の
生
活
や
権
利
、

生
命
が
守
ら
れ
る
と
い
う
大
前
提
に

立
ち
、
労
働
運
動
が
果
た
す
べ
き
社

会
的
責
任
に
つ
い
て
深
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
に
労
働
運

動
は
、
平
和
運
動
と
強
く
結
び
つ
い

て
お
り
、
職
場
や
地
域
と
い
う
草
の

根
の
つ
な
が
り
か
ら
平
和
へ
の
機
運

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
国
際
世
論
を
後
押
し
す

る
大
き
な
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
労

働
者
が
社
会
的
な
一
市
民
と
し
て
連

帯
し
、
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
の
意

義
を
痛
感
し
ま
し
た
。

最
終
日
で
あ
る
８
月
６
日
に
は
、

被
爆
か
ら
８
１
年
を
迎
え
た
平
和
祈

念
式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。
松
井
一

實
広
島
市
長
に
よ
る
「
平
和
宣
言
」

は
、
私
の
胸
に
深
く
突
き
刺
さ
る
も

の
で
し
た
。
宣
言
の
中
で
紹
介
さ
れ

た
１
６
歳
で
被
爆
し
た
女
性
が
目
撃

し
た
凄
惨
な
姉
の
姿
や
、
大
切
な
人

を
一
瞬
で
失
っ
た
苦
し
み
は
、
核
兵

器
の
持
つ
非
人
道
性
を
改
め
て
生
々

し
く
伝
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
核
抑
止
力
へ
の
依
存
か
ら
脱

却
し
、
市
民
社
会
が
国
境
を
越
え
て

連
帯
す
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
政
府

に
対
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約

国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
と

早
期
署
名
・
批
准
を
求
め
る
姿
勢
に

強
く
共
感
し
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
の
参
加
を
通
じ
て

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
過
去
の
記
憶

に
と
ど
め
ず
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
責

任
が
私
た
ち
に
あ
る
と
確
信
し
ま
し

た
。今

回
の
学
び
を
決
し
て
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
日
常
生

活
や
職
場
の
な
か
で
、
平
和
の
た
め

の
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
副
執
行
委
員
長

石
塚

和
】

９
月
２
７
日(

日)

１
０
時
よ

り
滝
野
川
ユ
ニ
オ
ン
コ
ー
ポ
会

議
室
に
て
、
関
東
支
部
第
４
５

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
、
代
議
員
を
合
わ
せ
て
２

２
名
が
出
席
し
、
来
賓
に
中
央

本
部
・
福
富
書

記
次
長
に
参
加

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
の
４
月

よ
り
、
全
社
的

に
週
４
０
時
間

制
度
・
完
全
週

休
２
日
制
を
実

施
し
て
お
り
、

今
後
の
支
部
の
方
針
を
決
め
る
大
事

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
支
部

は
、
「
運
転
手
」
の
正
社
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
質
疑
・
討
論
で

は
、
今
後
「
作
業
員
」
の
社
員
化
を

進
め
る
べ
き
、
と
い
う
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
２
０
２
７
年
度
運
動
方
針

を
全
役
員
と
代
議
員
で
確
認
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

【
関
東
支
部

書
記
長

真
田

幸
夫
】
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８
月
１
８
日
、
中
部
一
般
支
部
・
中

西
部
民
間
分
会
は
、
中
野
の
居
酒
屋
で
、

恒
例
の
暑
気
祓
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
や
千
葉
豪
雨
、
猛
暑
や
ゲ

リ
ラ
雨
が
列
島
を
襲
う
中
、
そ
れ
で
も

過
去
最
高
の
８
名
が
参
加
し
て
、
団
結

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

高
市
首
相
は
、
８
月
９
日
、
長
崎
の

被
爆
者
団
体
と
面
談
し
た
際
「
非
核
三

原
則
」
堅
持
を
名
言
せ
ず
「
田
中
重
光

さ
ん
ら
被
爆
者
を
に
ら
み
つ
け
る
姿
が

あ
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
「
時
は
来
た
、
来
春
ま
で
に
憲
法
改

正
の
発
議
に
目
途
を
つ
け
た
い
」
と
自

民
党
大
会
で
述
べ
、
本
来
、
中
立
を
保

つ
べ
き
自
衛
隊
の
陸
自
音
楽
隊
員
に
、

制
服
を
着
て
壇
上
で
「
君
が
代
」
を
歌

唱
さ
せ
ま
し
た
。
皇
室
典
範
の
改
正
で

は
「
愛
子
天
皇
じ
ゃ
な
ぜ
タ
メ
な
の
」

の
疑
問
が
だ
さ
れ
、
労
働
分
野
で
は

「
裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務
拡
大
」
や

厚
労
省
の
「
月
４
５
時
間
以
内
へ
の
残

業
削
減
一
律
指
導
の
改
悪
」
な
ど
な
ど
、

高
市
政
権
の
悪
政
は
留
ま
る
こ
と
を
知

り
ま
せ
ん
。
暑
気
祓
い
で
は
、
労
働
者
、

国
民
が
平
和
の
う
ち
に
豊
か
に
暮
ら
す

権
利
を
守
る
た
め
に
、
労
働
組
合
の
果

た
す
役
割
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
す

る
事
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

参
加
者
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
二
十
五
時
」

さ
ん
が
披
露
し
た
川
柳
を
二
句
紹
介
し

ま
す
。

「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト平

和
な
民
の
贈
り
物
」

「
嫌
わ
れ
る

日
の
丸
か
つ
い
で
桃
太
郎
」

【
中
部
一
般
支
部
・
中
西
部
民
間
分
会

廣
川

陽
子
】

!!

■１１月 ５日（木）１０時～秋の中央行

動／国交省前

■１１月 ７日（土）～８日（日）建交労

中央女性部定期大会in広島

■１１月 ９日（月）１０時３０分～

神奈中バス自死労災不認定取消しを求める

裁判高裁期日／５１１号法廷（霞が関）

■１１月１０日（火）～１１日（水）～第

３９回日本高齢者大会ｉｎ大阪

■１１月２２日（日）～２３日（月・休）

中央２７春闘討論集会/サンバレー冨士見

■１２月 １日（月）１４時～秋の東京労

働局交渉／九段下合同庁舎１１階会議室

■１２月 ６日（日）１３時半～都本部２

７春闘討論集会/東京トラック協会（四谷三

丁目駅※トラック健保会館ではありません）

組合掲示板


